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日韓学術文化交流事業訪日団（第 1～2 団）招へい事業の記録 

 

１．プログラム概要 
【目的・概要】「対日理解促進交流プログラム」の一環として、韓国全土から選抜された若手教育関係

者等 62 名が、2026 年 6 月 1 日～7 日まで、今後の日韓間の相互理解と信頼関係増進の基盤強化に寄与

することを目的として訪日しました。一行はテーマ「東日本大震災から 15 年、日本の防災教育と教育現

場視察」の下、東京都、宮城県、岩手県を訪問し、各種視察、日本の教育関係者等との交流、テーマに沿

った講義聴講等を通じて、日本に対する理解を深めるとともに、プログラム中の学びや訪問地の魅力に

ついて SNS 等で発信しました。 
 
【参加者】韓国の教育関係者 合計 62 名 
 
【訪問地】訪日（東京都 62 名、岩手県 61 名、宮城県 29 名（第 1 団のみ）） 
 
【日程】 
 プレプログラム（オンライン事前学習）： 
2026 年 5 月 15 日（金）オリエンテーション（プログラム説明）、参加者による対外発信 
 招へいプログラム： 
2026 年 6 月 1 日（月）成田国際空港から入国、【講義】文部科学省「日本の初等中等教育について」 
2026 年 6 月 2 日（火）～4 日（木） 
  2 団に分かれ、第 1 団は東京都、宮城県、岩手県、第 2 団は東京都、岩手県を訪問 
  共に岩手県内でホームステイを実施後、6 月 6 日に東京都へ移動 
（1）第 1 団：東京都、宮城県、岩手県 

【学校訪問・交流】世田谷区立経堂小学校（模擬授業含む） 
【テーマ視察①：日本の防災教育】防災体験学習施設そなエリア東京 
【視察】李秀賢氏追悼・顕彰碑含む新大久保フィールドワーク 

【学校訪問・交流】文京区立小日向台町小学校（給食体験、模擬授業を含む） 

【テーマ視察②～④：日本の防災教育】石巻市震災遺構 大川小学校「震災をめぐる事象と教

訓」、みやぎ東日本大震災津波伝承館、石巻市震災遺構 門脇小学校「津波火災の痕跡を残す唯

一の震災遺構」 

【交流】ホームステイ対面式 

（2）第 2 団：東京都、岩手県 
【テーマ視察①：日本の防災教育】東京都北区防災センター「地震の科学館」 

【学校訪問・交流】東京実業高等学校（模擬授業を含む） 

【視察】李秀賢氏追悼・顕彰碑含む新大久保フィールドワーク 

【学校訪問・交流】文京区立第九中学校（給食体験、模擬授業含む） 
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【テーマ視察②～④：日本の防災教育】三陸鉄道震災学習列車（釜石駅～盛駅）、陸前高田市

震災遺構 気仙中学校、東日本大震災津波伝承館（いわて TSUNAMI メモリアル）、陸前高田市

震災遺構 奇跡の一本松等 

【交流】ホームステイ対面式 

2026 年 6 月 5 日（金）終日ホームステイ 
2026 年 6 月 6 日（土）【交流】日韓学術文化交流事業訪韓団過去参加者との座談会 

成果報告会（訪日成果・帰国後の活動計画発表） 

2026 年 6 月 7 日（日）成田国際空港から出国 

 
２．記録写真  

  
2026 年 6 月 1 日【講義】文部科学省「日本の初等

中等教育について」 
2026 年 6 月 2 日【視察】東京都北区防災センタ

ー「地震の科学館」 

  
2026 年 6 月 3 日【学校訪問・交流】文京区立小

日向台町小学校（運動会の練習を見学する様子） 
2026 年 6 月 3 日【学校訪問・交流】文京区立第

九中学校（在籍する日本側教員との交流の様子） 

  
2026 年 6 月 4 日【視察】石巻市震災遺構 大川小

学校「震災をめぐる事象と教訓」 
2026 年 6 月 4 日【視察】陸前高田市震災遺構 気
仙中学校 
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2026 年 6 月 5 日【交流】ホームステイ中に一関市

立室根中学校を訪問（韓国教員による模擬授業の

様子） 

2026 年 6 月 6 日【交流】日韓学術文化交流事業訪

韓団過去参加者との座談会 

 
３．参加者の感想（抜粋） 
◆ 韓国 教員 

すべてのプログラムが良かったです。一般的な旅行では体験できない日本国内の小学校を訪問し、授業

見学や日本の教員の方々と交流できた点が印象深かったです。また、ホームステイも個人旅行では得る

ことのできない機会なので、より一層特別に感じました。似ているようで異なる両国の違いを、日本の教

育、防災、生活を直接体験し、韓国と比較しながら学ぶことができました。 
 
◆ 韓国 教員 

今回のテーマに合った適切な施設を訪問しました。東日本大震災と関連して、日本の防災システムにつ

いて知識を得、また、韓国にどう適用できるかを考える機会となりました。被災地では、実際に被災した

方々から直接話を伺うことができたため、「防災教育は必ず実施しなければ」という思いが芽生え、私た

ち参加者の心を動かしました。 
 
◆ 韓国 教員 

今回のプログラムのうち最も良かった点は、日本の学校現場を訪れ、生徒や教師、地域の皆さんと率直

にコミュニケーションを取ることができたことです。特に、東京都文京区立第九中学校と岩手県一関市

立根室中学校訪問時に、通訳を使わず日本語で授業を行えたことがとても印象に残っています。日本の

生徒たちが韓国の学校文化や教育に関心を持ち、積極的に質問する姿を見て、教育が言語や国境を越え、

人と人を繋げることができると実感しました。また、岩手県内の東日本大震災被災地域や防災施設を訪

問し、生存者や地域住民の実体験を聞くことで、防災教育の重要性と命の尊さについて深く考えること

ができました。学校訪問、教員交流、ホームステイ、地域社会の探訪など、すべての日程がうまく結びつ

き、日本社会と教育を立体的に理解することができました。 
 
◆ 韓国 教員 

東日本大震災について、日本のメディアなどで知り得た情報を授業でも説明してきましたが、実際に現

場を視察し、学べたことや感じたことが多かったのが良かったです。日本について書籍やメディアで学

ぶよりも、実際に現地を訪問し自分自身の経験となったことで、日本に対する理解がより前向きに変わ
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りました。特に日本の方が食べ物を残さず、お互いを思いやりながら親切にする姿を見て、日本の国民性

や文化を学ぶことができました。何よりも、現地の人々と交流できる機会を設けていただき、とても意義

深く満足のいく経験となりました。 
 
４．受入れ側の感想（抜粋） 
◆ 文京区立小日向台町小学校 溝畑 直樹 校長 
台風 6 号による大雨の中、訪日団をお迎えしました。意欲にあふれた韓国の先生方との触れ合いの中

で、子どもたちも教職員も多くを学び、充実した一日になりました。6 年生の運動会練習をご参観いただ

いた後、「6 年間の成長を見る思いだ」とおっしゃった先生がおられました。『子どもたちの成長』、そこ

に喜びを見出す教員の思いはボーダレスなのだとうれしくなりました。貴重な機会をいただいたことに

心から感謝いたします。 

 
◆ 文京区立第九中学校 受入れ担当教諭（2025 年度日韓学術文化交流事業訪韓団参加） 
昨年度、相互交流事業である日韓学術文化交流事業訪韓団に参加したことをきっかけに、今年度は韓国

の中高の先生方の本校訪問受け入れを行いました。隣国からの客人を迎えることは、本校の生徒や教職

員にとっても、とても良い草の根の文化交流となりました。同じ教育に携わる韓国の先生方の眼差しは、

言葉の違いを越えて本校の生徒の良さを受け入れ、両国間における教職員の深い交流を育む場にもなり

ました。短い時間ではありましたが、同じ給食を共に食べ、表情やボディーランゲージを含めた様々な手

法をとりながら会話をしたかけがえのない時間は、未来の両国のより良い関係を構築する貴重な時間と

なりました。 
 

◆ 東京実業高等学校 受入れ担当教諭（2024 年度日韓学術文化交流事業訪韓団参加） 
今回、韓国の先生方を本校にお迎えし、学校見学や生徒への授業、放課後の意見交換会を実施しました。教

科書を見せ合いながら、それぞれの教育内容や指導方法について意見を交わし、相互理解を深めることができ

ました。教育制度や授業実践の違いに触れるとともに、国は違っても共通する教育課題について率直に意見を

交わすことができ、大変有意義な機会となりました。生徒にとっても教員にとっても多くの刺激と学びを得られ、

今後の教育活動につながる貴重な交流となりました。 
 

◆ 座談会参加者（2023 年度日韓学術文化交流事業訪韓団参加） 
座談会では、韓国の先生方と日韓の教育の現状や課題について情報交換することができました。2023

年の訪韓時のことや訪韓後の学校での取り組みについてお話しするとともに、韓国の先生方の今回の訪

日の感想や印象に残ったことも伺い、多くの気づきを得ることができました。座談会の後には、何人かの

日韓の先生と食事を共にし、今後も交流を続けていきたいという思いを共有しました。改めて交流の大

切さを実感した機会となりました。 
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５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

  
2026 年 6 月 3 日（Facebook） 
小日向台町小学校を訪問し、（中略）運動会の練習

を見学しました。児童の懸命な姿も印象的でした

が、黙々と指導する同校教員の姿にも胸を打たれ

ました。今回の訪問を通じて、「言語や文化は異な

っても、児童の純粋な好奇心と学びに対する情熱

は同じである」ということを再確認しました。 

2026 年 6 月 3 日（Instagram） 
訪韓団に参加した先生が所属する文京区立第九中

学校を訪問しました。（中略）私は１年生と一緒に

給食を食べました。生徒たちは韓国の生徒たちと

同じようにおしゃべり。韓国語を話す生徒はいま

せんでしたが、英語が上手でした。私が日本語で挨

拶したところ、喜んでくれました。生徒たちは魚が

好きで偏食をせず、飲み終わった後の牛乳パック

を手で分解し積み重ねて回収するところに、日本

は秩序・生活教育が行き届いていると感じました。 

  
2026 年 6 月 4 日（Instagram） 
石巻市震災遺構の大川小学校等を訪問し、各所で

当時の話を詳細に伺いながら、防災意識の重要性

について再認識しました。（中略）経験を伝承する

ことで未来の希望になることを願う人々の姿を見

2026 年 6 月 4 日（Instagram） 
三陸鉄道震災学習列車乗車時に説明してくだった

方は、小学生の時に被災しており、使命感を持って

解説されている姿が印象的でした。特有の明るさ

の陰に悲しみを隠している、そんな表情でした。そ
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ながら、学校現場で私たちがどうやって努力して

いくべきかについて、考えを巡らせました。 
の後は、14.2ｍもの津波で学校全体が覆われ、その

痕跡をそのまま残している震災遺構気仙中学校を

訪問しました。（中略）幸いにも管理者の秀でた采

配と、たまたま卒業式の練習のため全校生徒が体

育館に集まっていたことで、全員無事ではありま

したが、避難場所から自分の家や街が津波に飲み

込まれていく様子を目の当たりにしたそうです。 

 

 

2026 年 6 月 6 日（岩手日日新聞） 
「韓国文化や価値観伝え 室根中 来日中の教諭が

特別授業」一関市立室根中学校で 1～3 年生の教室

に分かれて模擬授業を行い、「韓国では日本のアニ

メを通じて日本文化に親しみを持っている」「互い

の国で大事にしている価値観が異なるため、それ

ぞれの国の文化を尊重することが大切」という発

言などを紹介。 

2026 年 6 月 8 日（岩手日報） 
「獅子舞勇壮 文化に親しみ 日韓交流で教員が鑑

賞」韓国の若手教員らが東日本大震災の被災地視

察等を通じて日本の防災教育を学ぶために訪日し

たことに触れ、訪日期間中、一関市内でのホームス

テイ時に同地の郷土芸能として獅子舞を鑑賞し、

日本の伝統文化や両国の文化的類似性に対する理

解を深めた旨紹介。 

 
６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表（概要または抜粋を記載する） 

  

【成果の発表】 
・震災遺構の大川小学校や門脇小学校の視察を通

【成果の発表】 
・学校訪問の際に特別支援学級を見学させてもら
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じて、「（教員による）1 分の判断の遅れが生死を

分ける」という重い責任感を体感しました。マニ

ュアルを超え、児童が自助できるような実践訓練

の重要性を再認識しました。 
・日本では ICT 教育の中にも、「直筆で思考の軌

跡を残す」という学習習慣が維持されていまし

た。また、校内備品を児童自らが片づけるという

日常の些細なルーティンを通じて、児童の自治や

自立心が強化されていると感じました。 

・ホームステイや学校訪問を通じて感じた日本人

の優しさや他国を思いやる思慮深い振る舞いに、

歴史認識を取り巻く軋轢を超え、日韓両国の教室

内から始まる未来世代の確かな連帯可能性を感じ

ました。 
 
【アクション・プラン】 
・各学級の特性に合わせた避難訓練マニュアルを

作成したり、思考の軌跡を残す「思考ノート」を

導入したりするとともに、写真等の実物資料を活

用した国際理解教育を実践します。 
・同僚の教員を対象とした訪日成果報告会を実施

し、創意的な体験活動を取り入れた授業の設計を

行っていきます。また、児童の自治を強化するた

めに、日本の小学校の委員会活動を参考とした自

律的なルーティンを導入します。 
・日韓文化交流基金が運営する「日韓学校間交流

応援サイト」を活用した日本の学校とのオンライ

ン交流授業を定例化するとともに、韓国国内の他

校とのネットワークを通じて、訪日成果を広く共

有していきます。 

い、日本の先生方の生徒に対する姿勢（目と目をみ

て話す、膝をついて目線を合わせる）を見て、生徒

に対する姿勢を改めないといけないと感じまし

た。 
・学校訪問を通じ、給食の場が食事をするだけで

なく食育の場として活用されていること、校内に

災害発生時の備品庫がある上、災害時には地域住

民の避難場所となるなど、さすが「防災の国 日本」

だと実感しました。 
・震災遺構 気仙中学校を視察し、生徒たちの笑い

声であふれていた教室やグランドが、このような

形で残されていることに心が揺れ動かされまし

た。歴史は本の中のことではなく、誰かの人生であ

り、家族であり、夢だということを改めて実感しま

した。 
 
【アクション・プラン】 
・過去の日韓の歴史と関係性について、負担と感

じる人も多いですが、この交流プログラムがお互

いを理解し、新しい歴史を作っていく良い土台に

なると考えています。学校現場に戻りましたら、

これからの歴史を築いていく世代に対し、記憶を

継承する役割を果たせるよう伝えていきます。 
・校内の防災点検を行うと共に、今回学んだ事を

教職員へ共有し、設備及び知識の底上げを行いま

す。 
・日韓文化交流基金が運営する「日韓学校間交流

応援サイト」に登録し、国境を越えた相互交流を

行えるよう取り組みます。 

 
実施団体名：公益財団法人日韓文化交流基金 


